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嵐山町立小中学校再編基本計画説明会 実施報告 

 

令和５年１２月 

嵐山町教育委員会 教育総務課 

 

〇日程 

 

〇出席者（日程１．２．） 

 ・教育委員会 下村教育長、教育総務課長、教育総務課職員 6人 

 ・嵐山町関係課 総務課長、地域支援課長、福祉課長、まちづくり整備課長 

   まちづくり整備課副参事、生涯学習課長（６人） 

      （日程３．） 

 ・嵐山町関係課 総務課長、福祉課長、生涯学習課長、 

   まちづくり整備課副参事 

〇次第（全日程共通） 

 １．開会 

 ２．教育長あいさつ 

 ３．嵐山町立小中学校再編基本計画の説明 

 ４．質疑応答 

 ５．閉会 

 

〇参加人数 

１．ふれあい交流センター（１２月１２日実施） 

 参加者数 ８人        

 学校区 菅谷小 ６ 七郷小 ０ 志賀小 ２ 町外 ０ 

 区分 未就学児 ２ 小学 ２ 中学 ０ 一般 ５ 

２．北部交流センター（１２月１４日実施） 

 参加者数 １８人        

 学校区 菅谷小 １ 七郷小 １５ 志賀小 １ 町外 １ 

 区分 未就学児 ０ 小学 ４ 中学 ０ 一般 １４ 

３．町民ホール（１２月１７日実施） 

 参加者数 １７人        

 学校区 菅谷小 １０ 七郷小 ４ 志賀小 ３ 町外 ０ 

 区分 未就学児 ４ 小学 ３ 中学 ０ 一般 １１ 

１． 令和５年１２月１２日（火） 午後７時 ふれあい交流センター 

２． １２月１４日（木） 午後７時 北部交流センター 

３．     １２月１７日（日） 午後２時 嵐山町役場町民ホール 
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〇質疑応答内容 

 ・ふれあい交流センター分   ３ページ 

 ・北部交流センター分             ５ページ 

 ・町民ホール分           ９ページ 

 

〇アンケート内容 

 ・ふれあい交流センター分  １５ページ 

 ・北部交流センター分               １６ページ 

 ・町民ホール分          １７ページ 
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〇質疑応答の内容 

 １．ふれあい交流センター（１２月１２日実施） 

Q. スクールバスについて、現段階で決まっていることがあれば教えていただきた

い。 

 

  A. まだ具体的には決まっておりません。対象地域については、保護

者・地域・行政で統合準備委員会において、ご意見をいただきなが

ら進めていきたいと考えております。なお、令和 11年度の子供の数

をもとに、停留所の数や場所、通行ルート、停留所から家までの安

全なルートなど、様々なシミュレーションは行っています。スクール

バスの範囲は無限に広げることは出来ないので、シミュレーションを

しながら妥当な範囲を見出し、統合準備委員会において検討して

いきたいと考えております。 

    

Q. 今後引っ越してくる子供の数は把握できるのか。七郷地区以外の地区で小学

校へ入学する際、子供が少なく通学班の編成ができない事案が発生する可能

性がある。これらに対する検討は行っているか。 

 

  A. 引っ越してくる子供の数を見込むことはできず、国の人口推計をも

とに算出しております。通学班において引っ越してきた子供の対応

については考えられておりません。様々な事情で通学班の集まる

場所に来られない子供は、保護者が何らかの形で連れてきている

状況があり、現状の課題であります。こうした子供たちへの支援は

行政だけでは難しいと捉えており、地域や保護者の協力を得ながら

進めていきたいと考えております。 

    

Q. 建設工事中、菅谷小学校へ通う子供たちはどこの校舎で勉強することになるの

か。 

 

  A. 令和１０年度までは現在の校舎を使用し、校舎が完成したら引っ越

しをして、令和１１年度より新校舎を使用します。その後、現在の校

舎を解体し、グラウンド及び駐車場を整備します。中学校敷地につ

いては新たな建設工事はありません。小学校及び中学校ともに現

在の校舎で勉強しながら工事が進んでいくことになりますが、学

校、子供、教師の安全を第一に考え進めていきます。騒音等につ

いても教育活動への影響は最小限に抑えられるよう作業工程等を
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考え、工事車両と子供たちの出入り口などのエリアを完全に分ける

などの対策を行い進めていきたいと考えております。 

    

Q. 七郷小学校・志賀小学校・玉ノ岡中学校は、令和１１年度までは使用されるの

か。 

 

  A. 令和１０年度まで使用され、令和１１年度からは新しい学校となりま

す。 

    

Q. 交流会とは具体的にどのようなものか教えていただきたい。統合により突然人

数が多くなることが不安で心配である。 

 

  A. 現在は七郷小と志賀小が合同で農業体験を行い、また、修学旅行

は小学校３校が一緒に行っています。統合が近くなれば、行事を同

じ時期に行い、お互いの学校に行き来する機会を設けていきます。

子供たちが事前に慣れていくように、円滑な統合に向けて計画的

に行っていきたいと考えています。また、行事だけではなく、授業に

ついても一緒に行っていけるよう検討していきます。 
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 ２．北部交流センター（１２月１４日実施） 

Q. 電動アシスト付き自転車支援は必要なのか。スクールバスで賄えるのではない

か。 

 

  A. 電動アシスト付き自転車補助制度は、統合後に遠距離通学になる

中学生が電動アシスト付き自転車を購入した場合を想定していま

す。スクールバスを利用しない中学生で、遠距離通学となる生徒が

自転車通学する場合に、希望する方へ補助を行っていきたいと思

います。なお、遠距離通学における距離などの条件等は今後検討

していきます。 

    

Q. 子供たちの声はどのように把握していくのか。 

 

  A. 現在、広報らんざんにおいて、児童生徒を対象に学校について何

でも言いたいことを言ってもらうコーナーを設けています。また、タブ

レットを用いての意見集約やアンケートを実施していきたいと考えて

います。 

    

Q. 自転車通学の範囲が広がるということは、これに伴い計画的に道路整備の予

算もついていくのか。 

 

  A. 通学路の整備は計画的に行っていきますが、現段階では通学路が

決まらないと整備する具体的な箇所が見えてこない状況です。今

後、統合準備委員会を立ちあげ、学校・保護者・地域の方々の委

員さんと、スクールバスのルートや通学路の詳細を検討し、危険箇

所等整備が必要なところは、まちづくりと合わせて整備していきたい

と考えています。 

    

Q. 町道に歩道橋を設置する計画はないのか。 

 

  A. 歩道橋を整備する予定はありません。学校やグラウンドの配置か

ら、中学生が町道を横断することが予想されますが、中には部活動

等で道路を渡っている所もあります。また、子供の発達段階を考え

たときに、小学生の安全を担保するためにこのような配置となりまし

た。 

    

Q. A案の事業費５９．９億円は今後増加することはありえるのか。 
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  A. 町の財政計画におきましては、この金額で計画をしておりますの

で、これを超えることのないように事業を進めていきたいと考えてい

ます。 

    

Q. スクールバスの具体策の検討はいつまでに終了させる予定か。 

 

  A. スクールバスの業者やルート、予算や試運転の実施を考えると、来

年度から検討を始めないと間に合わない状況です。来年度は統合

準備委員会を立ち上げ、教育課程や行事、制服、交流機会などを

検討していきますが、これと並行して最優先にスクールバスと通学

路の検討を進めていきます。 

    

Q. スクールバスについてどこまで保護者の意見を反映させるのか。 

 

  A. スクールバスの検討については、来年度に統合準備委員会を立ち

上げ、保護者、地域のご意見を取り入れながら検討を進めていきた

いと考えています。 

    

Q. 案が計画になったことを町民は気づいていない。この計画で決まりなのか。説

明不足なのではないか。 

 

  A. 基本計画の説明会は、地域の方を対象に３回、保護者の方を対象

に３回の合計６回行う予定です。それぞれの説明会において、再編

ついて不明・不安なところをしっかり説明をさせていただき、ご理解

をいただきたいと思っております。説明不足にならないよう、地域へ

足を運んで説明していきたいと思います。 

    

Q. 町の財政はひっ迫している。到底この計画通りにはいかないと思うがいかが

か。 

 

  A 財政計画のもと、無理がない範囲で進めていきたいと思います。今

後の説明会においても計画について丁寧に説明をし、ご理解を得

ていきたいと思います。 

    

Q. 統合後の七郷小学校、志賀小学校、玉ノ岡中学校はどうなるのか。 
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  A. 跡地利用につきましては、現段階ではまだ何も決まっておりません

が、町のプロジェクトチームで検討を行っているところです。今後ど

のように活用していくのか、町民の皆さんからもアイデアをいただき

ながら考えていきたいと思います。 

    

Q. パブリックコメントの回答が期待通りの回答ではなかった。もっとしっかり読んで

考えるべきではないか。 

 

  A. パブリックコメントにつきましては、皆さんからいただいたご意見等を

よく読ませていただき、計画に反映させるものと今後参考にさせて

いただくもの等を精査し、ご回答させていただきました。教育委員会

として、皆さんのご意見をしっかり受け止めて進めていきたいと思い

ます。 

    

Q. 学校統合と七郷小学校を残すこと、これらを並行して進めるということはできな

いのか。七郷小を残すことは町の活性化に繋がると思う。 

 

  A. 統合は、町の活性化のためではなく、今の子供たちの教育環境を

最優先に考え、子供たちのために行うものです。この計画が策定さ

れるまでには、審議会において保護者や地域の方が１年以上かけ

て審議を行ってきた過程を踏まえているということをご理解いただき

たいと思っています。ご意見は教育委員会として受けとめたいと思

います。 

    

Q. 気が付いたら案が計画になっていた。学校統合について周知ができていない。 

 

  A. できるだけ多くの機会を設けて、多くの方へ説明させていただける

よう、方法を考えながら進めていきたいと思います。 

    

Q. 小中一貫教育について、もっと丁寧な説明が必要と思うがいかがか。 

 

  A. 町ホームページやＳＮＳなども使い、丁寧に説明していきたいと思

います。 
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 ３．町民ホール（１２月１７日実施） 

Q. 今回の計画は案が作成される前に、少なくとも北部地区の区長や住民を集め

て意見を聞くべきであったが、そのような機会が全くなかった。 

 

  A. 本計画は審議会におきまして、地域の方々にも長きに渡り真剣に

審議いただき、町として、教育委員会として、それらを最大限尊重し

て基本計画（案）を作成し、この度基本計画を策定させていただい

たものです。また、区長会におきましても、教育委員会より進捗状況

を説明させていただき、意見を伺いながら進めてまいりました。 

    

Q. 事業費がとても高額であるが、これから先、跡地のことや、福祉、少子高齢化な

どで町の負担は大きくなる。町の財政は大丈夫なのか。 

 

  A. （総務課長回答） 

財政担当では総事業費を６０億円と想定し、国から半分補助が出ま

すので、３０億円を町が負担します。ただし、令和４年と今年度に、

合わせて４億円の建設基金を積み立てましたので、町が負担する

のは残りの２６億円となります。起債をして３０年で返済（建物が鉄筋

コンクリート内装木質化の場合）する計画ですが、返済額を年間１

億円とした場合、２２％（2,200 万円）は交付税で戻ってきますので、

実質町の負担は 7,800万円となります。積み立てる 2億円の内から

7,800 万円返済していけば良いので、返済は可能と考えています。

また、今後 10 年間のシミュレーションにおきましては、人口減や高

齢者増により町の負担は大きくなりますが、インターランプ内建設や

花見台工業団地拡張による固定資産税の増額が見込まれることか

ら、税収はそれ以上に増えることが見込まれています。 

 

    

Q. 本計画は教育論についての説明がないまま、建物のことばかり先に進めている

ように思う。目指す児童生徒像・学校像はどこの学校にも当てはまるため、嵐山

町の教育的な部分を入れた方がよいと思うがいかがか。 

 

  A. 義務教育の性質上、どこにも当てはまるような内容にはなりますが、

各学校で特色ある学校づくりをしていく必要があると思います。嵐

山町では、小中の滑らかな接続における小学生の専門性のある教

育について、小中連携と一貫教育の研究を続けてきました。義務

教育学校の方が滑らかであるが、嵐山町では小学 6 年生を学校の
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リーダーとして活躍する場をつくることによって、成長することができ

ると考えています。小・中を区切り、子供たちに十分な教育を行うこ

とが、嵐山町の特色であると考えています。 

    

Q. 遠距離通学支援は電動アシスト付き自転車購入補助ではなく、もっと具体的に

検討して良い方法を提示していかなければならないのではないか。 

 

  A. 学校統合をしても、中学生がスクールバスに乗って通学していると

ころは全国的に少ない状況です。町外の例では、自転車の校則を

緩和した際に、電動アシスト付き自転車で通学する生徒が増えまし

たが、何ら問題はありませんでした。その例では、補助制度はありま

せんでしたが、特に遠くから通学する子供たちが、補助を希望する

場合、嵐山町では補助を実施していきたいと考えています。 

 

    

Q. 徒歩・自転車通学となる通学路の点検整備をしっかりと行っていただきたい。 

 

  A. 通学路の安全点検やルートについては、統合準備委員会で検討

し、町全体で交通安全について考え対応していきます。 

    

Q. 基本計画（案）を作成する過程で、子供たちに意見は聞いたのか。 

 

  A. 今回の計画は学校の位置や開校年度に関する内容ですので、直

接子供たちへ聞くということはしておりません。今後、子供たちに直

接関わる教育内容などにつきましては、子供たちの声を十分に把

握して進めてまいります。 

    

Q. 説明会は学校単位で行うべきなのではないか。 

 

  A. 今後は学校とも検討していく事項が増えていくので、学校単位でも

説明会を実施していくことを検討していきます。 

    

Q. 学校再編することについては急ぐことなく、もう一度具体的に、丁寧な協議が必

要なのではないか。 

 

  A. 審議会より、早い段階で子供の教育環境を整えることと提言をいた

だき事業を進めております。 
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Q. 率直にいって教育委員会の進め方は強引である。新校は菅谷の地に建てる腹

案があったと捉えているがどうか。 

 

  A. この計画は、審議会におきまして様々な検討がなされ、地域の皆さ

んの声を聞きながら進めてきたものです。 

    

Q. 事業費６０億円は菅谷に新校を建設する費用である。今後、高齢者の窓口負

担の増額や、給食費完全無償化を行うことになれば、それらに関することで町

の財政計画に影響が出てくる。これらの影響を踏まえ、本計画は案のままでも

っと議論するべきである。 

 

  A. 高齢者の窓口負担や給食費無償化等については、現在国におい

ても議論がされていると承知しています。今後国の動向を見なが

ら、計画は進めていくものと考えております。 

    

Q. 廃校後の学校はどうなるのか。解体するのか。補強して他の方法で使用するの

か。 

 

  A. 跡地利用に関することは、今後住民の皆様の意見を聞きながら、町

のプロジェクトチームで検討を進めていきます。 

 

    

Q. 本計画は、審議会からの答申がポイントとなっているが、審議会では七郷小学

校を残すことや、玉ノ岡中学校に先行統合することなどの意見も出た。このよう

な少数意見も判断材料となるので、町民に明らかにするべきではないか。 

 

  A. 全１０回開催した審議会の会議録は、町ホームページに掲載させ

ていただいております。また、区長会におきましても、審議会の進捗

状況等をご説明させていただきながら進めてきたものです。 

    

Q. 学校配置は元々、４つの案在りきだったのではないか。七郷小学校や玉ノ岡中

学校を残す時の費用対効果などは想定したのか。 

  A. 審議会の時に委員さんから、たたき台があった方が議論を進めや

すいという要望がありましたので、その際は事務局から配置パター

ンや各小中学校にかかっている修繕費などの経費をお示しさせて

いただき、それらを材料に議論をしていただいた経緯があります
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が、基本計画でご説明している４案につきましては、審議会からの

答申に基づいて、教育委員会で検討した案になります。 

    

Q. 現在算出されている事業費には、跡地に関することや、解体工事の費用等は

含まれていない。これらも踏まえ総合的に判断して決めるべきではないか。 

 

  A. 跡地に関する費用は学校建設とは別にかかりますが、どのような利

用方法にするかで、かかる費用は変わってきますので、跡地に関

することは今後町のプロジェクトチームで検討を行って決めていき

たいと考えています。また、教育委員会としては、跡地利用のことを

考えてからではなく、学校統廃合をした後に、跡地利用は町全体の

ものとして検討をしていくものと考えています。 

    

Q. 来年度から基本設計が始まるスケジュールだが、行政が進むべき方向で、すで

に委託業務が進んでいるのではないか。 

 

  A. 現在は、計画を作成するにあたり必要な試算などを業務委託して

おり、進めております。町民の皆さんへ概算の事業費などをご説明

させていただくにあたりまして、根拠がないものをお示しするわけに

はいきませんので、業務委託の成果を根拠としてご説明させていた

だいております。その先のことにつきまして、まだ決まっているもの

はありません。 

    

Q. パブリックコメントを見ることができる町民がどれくらいいるかわからないが、今日

出た意見等を町民へ周知し、これからどうするか聞く予定はあるのか。 

 

  A. パブリックコメントは閲覧用として、町内の各公共施設に置かせてい

ただいております。また、説明会で出たご意見や質疑応答などの概

要につきましては、報告書として町ホームページに掲載させていた

だいており、今回の説明会につきましても報告書を作成次第、町ホ

ームページに掲載いたします。 

    

Q. 子供の安全・安心を守るために早期に建て替えが必要なのはわかるが、それ

は行政が、町民や児童生徒の目線に立って物事を見ずに、今まで手を抜いて

きたからこうなっているのではないか。反省点はないのか。 

 

  A. 学校の大規模修繕等がなされていなかったことを反省しておりま
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す。今後はこの反省を生かして対応していきたいと考えております。 

    

Q. 新しい学校は、小学校で 1校、中学校で１校か。 

 

  A. はい。小学校と中学校が独立し、校舎は隣接しているイメージとなり

ます。 

    

Q. 菅谷小学校は雨漏りのため、教室を移動した。新校が開校するまでの間、他の

教室が心配である。 

 

  A. 雨漏りの根本的な原因である屋上防水の工事を行うことができない

ため、既存の特別教室を普通教室として活用することとしました。今

後も修繕については対応していきます。保護者の皆さんには不安

なところがあるとは思いますが、ご理解くださいますようお願いいた

します。 

    

Q. 通学距離が遠くなると、親の仕事の都合などにより、スクールバスではなく親が

送迎したい方も中にはいると思う。駐車場やスクールバスの乗降場所、学校周

辺の道路の拡張整備はされるのか。 

 

  A. 送迎についてはそのような希望もあるかと思いますので、可能とす

る方向で検討していきます。また、駐車場については、現菅谷中学

校の位置に整備し、スクールバスロータリーは現菅谷小学校側に

整備する予定です。学校付近の道路整備については、町の道路担

当と協議し行っていきます。 

    

Q. 審議会では、菅谷中学校を玉ノ岡中学校へ先行統合するという審議がされた

が、必要経費の算出もされぬまま、いつの間にか先行統合という話がなくなっ

たのはなぜなのか。 

 

  A. 審議会からいただいた答申は、小学校 3校を１校に、中学校 2校を

１校に統合することと、統合する場所についての内容でありました。

それらを審議いただく道筋の中に、先行統合という考え方があった

ものと認識しております。教育委員会では、答申にもとづき、この４

案について検討を行ったものです。 

    

Q. 委託業者が出した評価では、菅谷中学校は長寿命化改修が可能ということで
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あったはずだが、なぜそうしなかったのか。 

 

  A. 長寿命化改修は、教育委員会で検討した４案のうち、Ｄ案において

検討しました。そのＤ案も含め、それぞれの案をさまざまな項目で

比較検討した結果、Ｄ案は仮設校舎建設などにより経費が大きくな

るという結果となりました。したがいまして、長寿命化改修につきまし

ては、教育委員会におきまして十分な検討がなされたものと認識し

ております。 

    

Q. 審議会において、小学校と中学校の活動エリアは分け、一体型にはしないとい

う集中審議を行った。基本計画にも併設型小学校・中学校とある。しかし、コン

サルが作成した資料は一体型の図面となっている。 

 

  A. 建設費の比較をするためにコンサルへ依頼し、コンサルが参考とし

て出してきた図面であるため、この図面に何か深い意味があるもの

ではありません。小中が独立した施設として隣接し、共通して使える

部分は共有できる機能を持った施設にしたいと考えています。 

    

Q. 今後、通学路の問題など、山積する問題を解決しながら、様々なことを同時並

行で行っていくことになる。統合準備委員会のメンバーや進め方などについ

て、工程表を作成し、町としてどのように進めていくのか示していただきたい。 

 

  A. 工程表については、現段階では明確にお伝え出来ませんが、統合

を見据えたうえで、工程や進捗状況を皆さんへお示ししていきたい

と思います。 
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〇アンケート回答 

 ふれあい交流センター 1件 （12/12） 

番号 区分 アンケート内容 

1 
保護者 

（小） 

⚫ 今回、参加させていただいて、明確な計画を把握することができまし

た。このような説明会を開いていただけるのは、とても理解が深まるの

で、保護者が参加しやすい時間帯に開催して頂けると助かります。 

⚫ 例えば、平日子供が学校に行っている間に開催して頂けると、参加

する方も仕事の調整や家庭の調整がしやすく、参加しやすいと思う

ので、開催していただけると助かります。 
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 北部交流センター 2件 （12/14） 

番号 区分 アンケート内容 

1 
保護者以外 

（町内在住） 

⚫ 町の計画内容が分かって良かったと思います。 

2 
保護者 

（小） 

⚫ スクールバスの対象地域は、七郷小は小学生も中学生も全対象にし

てほしいです。玉ノ岡中はまだ使えるのに、菅谷の遠い所までわざわ

ざ行かなくてはならなくなってしまいます。子供たちを一番に考えて

いると言っていましたが、それなら七郷や志賀の遠くから来る子供た

ちの対応を良くしてほしいと思います。 

⚫ 以前の町民の方の意見が 3 つしか考えられていないのはどうかと思

います。もっと改善されていると思いました。残念です。 

⚫ 菅谷の地域だけが優遇されているなと思いました。 

⚫ 委員会で話し合っていると言うが、七郷地区と他の地区で多数決で

は意味がないと思いました。 

３ 
保護者以外 

（町内在住） 

⚫ 予備知識もなく出席した為、ハード部分の老朽化と、少子化の程度

の予測には考え込まざるを得ません。 

⚫ 最速少子化を止めるのは困難であるとしたら、統合は必然となる時、

教育全体（小中学）が費用対効果の観点から考えるばかりでなく、一

教育は時間と手間（費用）が掛かると考えるから、画一化を避けられ

る方向へ進んでいただきたいです。「答申」では触れ方が不明。 
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 町民ホール ５件 （12/17） 

番号 区分 アンケート内容 

1 
保護者以外 

（町内在住） 

⚫ 現菅谷中学校「武道場」は、老朽化著しく、また、防災・耐震等の観

点からも、建て替えが必要と思われる。この点を考慮してほしい。（本

来なら、菅中体育館の新築時に実施すべきであったと思う） 

⚫ 現在の菅小・菅中の間の「町道」往来について、児童生徒の安全確

保に務めてほしい。 

⚫ 若者世帯の転入促進を図るべき。 

⚫ 「教育論に関する質問」に対しての、教育長の答弁は、経験に裏打

ちされた良い内容であったと思います。 

2 
保護者 

（幼・小） 

⚫ 小学１年生～中学３年生まで同じ敷地で過ごすことになるので、治安

や安全面が心配なので、そこら辺の区別をしっかりしてほしい。 

⚫ 小学校は雨漏りしていたり、かなり老朽化が進んでいるので、もっと

早く計画を進めてもらえるといいなと思う。（難しいとは思います

が・・・） 

⚫ 高学年になってから統合することになる子たちのケアもしっかりしてほ

しい。 

⚫ 説明会だというから来たのに、討論会のようになっていて、あまり来た

意味が感じられなかったから、次は保護者限定等にして中身のある

話を聞きたい。 

3 
保護者 

（未就学） 

⚫ 限られた時間の中で、色々とご調整頂きお疲れ様です。 

⚫ 各々の意見が有る様ですが、保育園児たちは楽しみにしています。

（保護者も、共に・・・） 

⚫ 当面の間、大変かと思いますが、よろしくお願い申し上げます。 

4 
保護者 

（幼保） 

⚫ スクールバスは出来るだけ広い地域で利用できると良いと思いまし

た。（志賀も希望） 

⚫ 工事中は子供たちの安全を第一に進めてくださると良いと思います。

本日はありがとうございました。 

⚫ 沢山の意見が有るとは感じていますが、計画を進めるのであれば、１

日も早く取り掛かってくれた方が保護者としては方向性が決められる

のでよろしくお願いします。（この説明会では保護者の意見や質問を

するのは厳しいと思います。） 

5 
保護者以外 

（町内在住） 

⚫ 質問に対しての答えが、前回と同じことを繰り返されるのみ。もっと誠

実に取り組んでほしい。的外れの課長の対応は、説明会をやったと

いう既成事実のみとしか思えない。 

⚫ 今日の参加者は少人数でしたが、意見は多く出されました。単なる

説明会での意見にしないで、検討してほしい。 
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⚫ 今回の進め方だと、町政の信頼が揺るぎかねない。 

 

 

 


